
引っ越しやることリスト～同一市内／転居編～／引っ越しの1日前～引っ越し後14日以内まで

■1日前
チェック やること どこに？ どうやって？ 必要書類 一言アドバイス

□ ご近所への挨拶 自宅 直接訪問
マナーとして忘れずに
※1,000円程度の菓子折りでも持っていきましょう。

□ 冷蔵庫の水抜き 自宅
この作業を忘れると運び出すときに水が漏れて
悲惨なことになります・・・

□ 洗濯機の水抜き 自宅
この作業を忘れると運び出すときに水が漏れて
悲惨なことになります・・・

□ 手持ちの物の仕分け 自宅 引越し日に手持ちで持っていくものは別の鞄に分けておこう

■引越し当日（引越し前）
チェック やること どこに？ どうやって？ 必要書類 一言アドバイス

□ 残った荷物の処分 自宅 悩むものはすべて捨ててしまうべし！

□ 部屋の掃除 自宅 「絶つ鳥、跡を濁さず」感謝の気持ちを込めて、簡単でも良いので掃除を。

□ 電気のブレイカーを下ろす 自宅 下ろし忘れると電気代がかかり続けるため要注意！

□ 退室して鍵を閉める 自宅 鍵はポストの中か、後日管理会社へ郵送となるため確認を。

■引越し当日（引越し後）
チェック やること どこに？ どうやって？ 必要書類 一言アドバイス

□ 新居の鍵をもらう 引っ越し先の管理会社 直接訪問
事前に郵送してもらえることもあるため、
管理会社に確認をしておきましょう。

□ バルサンをたく 自宅 個人の好みだが、荷物を入れる前にやっておくべきです。

□ 家具や運搬物の確認 自宅
運搬時に壊れていないかを確認しておいてください。
業者を利用して壊れた場合は、保障してもらえます。

□ 荷解きして、新居へ設営 自宅
梱包した段ボールに前もって、どの部屋に運び入れるかを書いておけば
スムーズに荷物を片づけることができます。

□ ガス栓を開けるのの立会い 自宅
事前に立会いの日を指定しておけば、引越し当日からガスが使えます。
逆に連絡しなければその日はお風呂にも入れないので要注意！

□ 電気のブレイカーを上げる 自宅 ブレイカーを上げるための手続きは特にいらない。

□ 近隣の人への挨拶 自宅 できればでOKだが、マナーとしてやるべき！

■引越し後～14日以内
チェック やること どこに？ どうやって？ 必要書類 一言アドバイス

□
（同一市内への引っ越しの場合）
転居届の提出

市区町村の役所 直接訪問 ・印鑑 代理人の場合委任状が必要

□ 国民健康保険の住所変更 市区町村の役所 直接訪問
・印鑑
・身分証明書

会社で社会保険に加入している場合は
会社で手続きの依頼をしてください。

□ 国民年金の住所変更 市区町村の役所 直接訪問
・印鑑
・国民年金手帳

会社で加入している場合は手続きの必要なし

□ 母子手帳の住所変更 市区町村の役所 直接訪問 ・印鑑

□ 子供（児童）手当ての住所変更 市区町村の役所 直接訪問 ・印鑑 この手続きを忘れると児童手当を受け取れなくなります。

□
（転校する場合）
子供の学校の転校届け

教育委員会
＆通う学校

教育委員会
→住民票を提出
　※転入学通知書が発行されます。

新しい学校
→転入学通知書
　（以前通っていた学校の）
　在学証明書
　教科書給与証明書

転居届を提出した後で

□ 運転免許の住所変更
警察署（運転免許課）
or運転免許センター

直接訪問
・印鑑
・住民票（住所が確認できる資料）

住民票が必要となるため、転居届を提出した後で
手続きするように！

□ 自家用車の住所変更手続き 引越し先の管轄運輸支局 直接訪問

・印鑑
・車検証
・車庫証明
・住民票

免許証が必要となるため免許証の住所変更をした後で
手続きするように！

□ 軽自動車の住所変更手続き
引越し先の管轄
軽自動車検査協会

直接訪問

・印鑑
・車検証
・車庫証明
・住民票

免許証が必要となるため免許証の住所変更をした後で
手続きするように！

□ バイクの住所変更 引越し先の管轄役所 直接訪問 ・車検証など
住民票が必要となるため、転居届を提出した後で
手続きするように！

□ 電気の利用開始の連絡 郵送 郵送 電気使用開始連絡ハガキ 郵送でOK

□ 水道の利用開始の連絡 郵送 郵送
水道使用開始はがき
or水道使用開始申込書

郵送でOK

□ インターネットの開通 プロバイダー会社 電話orネット
インターネットの開通には時間がかかるため、
引っ越し前から動くことがベスト。

□ パスポートの住所変更 各都道府県の申請窓口 直接訪問
・戸籍謄本
・住民票
・パスポート

忘れないうちにやっておくと良いでしょう。

http://引っ越しやること.biz/


